
令和３年度第 1 回沖縄県景観形成審議会 議事概要 
 
１ 日時：令和３年５月 18 日(火) 14:00～16:15 
２ 場所：Web 開催（傍聴場所：沖縄県庁 11 階第 1 会議室）  
３ 出席者：【委員】(13 名)：友寄孝(会長)、小野尋子、赤嶺雅、佐藤努、安富祖理絵、 

仲間綾子、渕辺美紀、永吉英、森根清昭、山城一美、當銘真栄、
比嘉孝則、望月一彦 (敬称略) 

４ 議題 
  【諮問事項】沖縄県屋外広告物条例第 12 条第２項に基づく許可について 

【報告事項】沖縄県景観施策の取組について 
 
５ 議事 

※審議に先立ち、以下２点を確認した。 
 会議結果として議事概要を公表する。 
 会議は、諮問事項は非公開、報告事項は公開により審議を行う。 

 
(諮問事項：沖縄県屋外広告物条例第 12 条第２項に基づく許可について) 

 諮問について、審議会意見を答申に附したうえで、許可妥当である旨を確認した。 
 
(報告事項：沖縄県景観施策の取組について) 

ア 事務局から資料２に基づき説明を行った。 
イ 委員から次のような発言があった。 

 次期振興計画において具体的にどのように取り組むのか。沖縄の景観はとても大
事なものなので次期振興計画にも景観の取り組みを入れ込んでいただきたい。 

 今年度実施する事業評価の経過や結果については、審議会にも情報を共有してい
ただきたい。また、景観行政を動かしている市町村からも振り返りの意見等を聞
き、評価に反映すべきだと考える。 

 県の景観評価システムのチェックリストについて、市町村から勉強したいという
要望があるため、市町村向けの勉強会の実施を検討していただきたい。 

 参加可能な委員で過去に審議会で審議された事例の現状などの現地見学会のよう
なものを行い、知見や経験を共有できるとよいと考える。 

ウ 委員の発言を受けて、事務局が次のように応答した。 
 次期振興計画における具体的な取組については、今年度実施予定の事業評価を踏

まえて検討していく。事業評価については、風景づくりに係る関係者で構成され
る協議会を設置し、関係者の意見を踏まえて取りまとめる予定であり、内容がま
とまった段階で審議会に報告する。 



 景観評価システムについては、市町村からの意見も聞きながら勉強会実施を検討
していきたい。 

 現地視察等については、方法を含め今後検討させていただきたい。 
 
６ 会議の公開・非公開の別  
  諮問事項は非公開。報告事項は公開。 
 
令和３年６月９日 

土木建築部 都市計画・モノレール課 


